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唯一の選択肢は世界回時の核廃絶

■巻 頭 言

朝鮮民主主義人民共和国 (以下、北朝鮮)の核問
題については、私は2度 目の核実験をさせてしまった
ことにもっと深刻な反省が求められていると考えて
いる。なぜなら、日本などが六者協議の合意を誠実に
守っていれば朝鮮側の「六者協議離脱」を阻止でき
たものが、それをしなかったために北朝鮮は完全な
核保有国となってしまったからである。

一度目の核実験は中途半端な実験結果に終わっ
たが、二度目のそれでは実験が完全に成功 し、今後の

交渉は「核開発の中止」ではなく「保有核兵器の廃
棄」へと変わってしまった。

さらに深刻なのは、この二度目の実験以降も米 日
の強硬姿勢が崩されない中で、北朝鮮はウランの濃
縮も行なうと述べ、9月 3日 には北朝鮮の国連代表部
がその実験に成功 したと発表 したことである。これ
はテロリス トヘの核拡散の可能性を一気に拡大 した
という意味で極めて重大である。

これまでの二度の核実験はプル トニゥム爆弾で
あったため、燃料の取得は簡単でも爆弾製造は極め
て困難というものであった。一度目の実験が中途半
端に終ゎったのはそのためである。が、ウラン爆弾は
燃料であるウランの濃縮こそ困難ではあっても、爆
弾の製造は極めて簡単である。アルカイーダなどの
テロリス トはプル トニゥムを入手しても爆弾を製造

できないが、濃縮ウランさえ入手できればたとえば
ニューヨークで核爆発をさせることができる。この
意味で核拡散はひとつ大きな曲が り角を迎えた。各
種の言動から見てアメリカがもっとも恐れていたこ
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とはこのことである。テロリス トの活動は中国にも｀
あるから、これは中国が最も恐れているシナリオで
もある。

したがつて、北朝鮮の核放棄に最大の力を注 ぐ中
国の姿勢はよく理解できる。今回温家宝首相が北朝
鮮に約束 した経済支援はかなり大規模なもので、そ
れに応えて北朝鮮が六者協議に復帰することもあり
えよう。これは大いに歓迎すべきことであるが、かと
いって「六者協議復帰」からさらに「核放棄」に至
るには日米韓口を含むすべての関係諸国の巨額の支
援が不可欠の条件となる。「核開発の中止」ではな
く、「保有核兵器の廃棄」への我々 の要求内容が根本
的に変化してしまったからである。そして、これは日
本の世論状況を見ている限り、ほとんど不可能な事
柄となってしまっている。日本の政権が六者協議に
もう少しまともにこれまで対応していれば「核開発
の中止」が実現できたであろうものを、それをしな
かつたためにもたらされた大失敗である。

そのため私は、現在残された最も現実的な選択肢
は全世界同時の核廃絶となったと考えている。米、
口、中、英、仏、印、パ、イスラエルの核保有は許すが
それ以外は許さないという論理はあまりに横柄であ
る。この論理を続けていては無限の核拡散を抑止で
きないこと(た とえば10年に一国ずつ保有国が増えて
しまうこと)が明らかとなった。ォバマの核廃絶宣言
もいよいよその認識を認めざるを得なくなったこと
の反映である、というのが私の理解である。

【京都大学上海センター副センター長】
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